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1．はじめに 
 お風呂は、日本古来続く伝統文化である。今や各家庭

に一つの湯船や浴室があるが、昔は公衆浴場を日常のお

風呂として使っていた。その中でも、今は失われつつあ

る銭湯について、これから都市部における在り方を示し

ていく。 
 
2．問題背景 

2.1 地域コミュニティの場「銭湯」 
 風呂の始まりは古く、6世紀に渡来した仏教から始まっ

た。汚れを洗うことが仏に仕える者の大切な仕事の1つと

して、初めに寺院で浴堂が作られた。そこから庶民にも

入浴の文化が広まり、平安時代の末には「湯屋」、江戸

時代には「銭湯」が広まった。明治、大正と時代が変わ

るごとに銭湯は近代化されるが、「町ごとに風呂あり」

と言われるほどの入浴の文化と、風呂上りに広間で茶を

飲んだり菓子を食べたり、将棋を楽しんだりする社交場

として、庶民の大切な憩いの場であった。 

そんな銭湯であるが、家庭風呂の普及や、施設の老朽化、

地価や燃料費の高騰、後継者不足などにより、1960年代

後半をピークに数は減少をたどっている。 

2.2 銭湯数の激減 
 全国でも数多くの銭湯があったが、中でも一番多くの

銭湯の数と人口を誇る東京に絞り、1976年から現在まで、

東京における銭湯の数の推移を図1に示す。 
1960年代後半、銭湯の数は最もピークを迎える。それ

に伴い、東京でも銭湯の数は最盛期を迎え、1976年には

約2500軒もの銭湯があった。しかし、そこから年々銭湯

の数は減少し、2022年には約500軒と、およそ1/5の数に

なってしまった。 
 
 
 
 
 
 
 

図1 東京都の公衆浴場数推移グラフ 

 2.3 東京都内23区における年代ごとの銭湯の数の推移 
 次に東京都内で詳しく見ていく。 
  (1) 都内の銭湯現存率 
 図2に、1965年から2018年において、23区内の銭湯の

現存数を示す。現存する銭湯の数を、1965年次における

銭湯の数で割った値を現存率とすると、一番現存率が高

いのが荒川区で、現存率は18.6％、現存数は22軒であっ

た。その後現存率18.4％現存数29軒の板橋区、現存率

18.1％で現存数21件の練馬区が続いた。 
一方、現存率が低い区は、文京区が現存率5.2％の現存

数4軒でワースト1位となり、それに現存率5.3％現存数4
軒の港区、現存率6.3％現存数3軒の千代田区が続いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2 都内23区における現存する銭湯の数 
 
  (2) 都内の銭湯立地密度 
 次に、銭湯の立地密度について写真1にデータを占めす。 
面積1㎢あたりの銭湯数「銭湯立地密度」が、最も低い区

は0.20軒で港区、それに続いて0.34軒で千代田区。0.46
軒で練馬区となった。密度が最も高い台東区の2.57軒と

比べると、いかに中心街の港区や千代田区に銭湯の数が

少ないかが分かる。これには地価が高騰し、銭湯以外の

より収益が見込める施設へ変わっていくと考えられる。 
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写真1 都内23区における銭湯立地密度 
3．対象敷地の選定 
 今回は都市部における銭湯とその周辺環境に対象を絞

り、中でも銭湯現存率と銭湯立地密度が共に低い港区を

対象とする。また、私自身の地元が港区三田エリアであ

り、その地域にある「万才湯」の跡を対象敷地とする。

写真2が1960年代の三田エリアの銭湯の様子だ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真2 1960年代港区三田エリアにおける銭湯の地図 

 
3.1万才湯の変遷 

  1960年代から、10年ごとに変遷を見ていく。1960年
代は多くの同じ形の屋根が並び、住宅街だったのが分か

る。そこから少しずつ周囲の建物が変わっていき、現在

このあたりは商店街になっている。昔ながらのお店も残

るが、多くは飲食店、特に居酒屋である。焼肉屋が特に

多く、またラーメン屋さんも多かった。その後万才湯は

2016年に廃業した。 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真3.4.5.6 万才湯の変遷 

4．プログラム 
 今まで地域に1つはあって、人々の居場所になっていた

銭湯が失われつつある。その地域に住む地域の人や、学

生やビジネスマン、都市部で忙しない日常にこそ、一息

つける銭湯が必要なのではないか。本研究では、この万

才湯跡地に、新たなに銭湯のプログラムを提案する。 
 
・敷地面積:約237㎡ 
・延べ床面積:約645m2 
・諸室面積合計:約2800m2 
 
5．配置計画 

1階には足湯を中心に、商店街の通りに開いた足湯カフ

ェ＆足湯barを、2階には男女が水着着用で一緒に入れる

スパのような空間を配置した。そして3階には男女分かれ

る銭湯のプログラムの設計をしている。それぞれのフロ

アでそれぞれの空間が広がり、その時の気分や状況に応

じて「足湯」「スパ」「銭湯」のお湯の空間が、来る

人々を癒し、その人達の居場所を作る。 
 
5．終わりに 
今は失われつつある銭湯について。都心部の地域にこ

そ、地域コミュニティの場や人と人との繋がりが大切に

なってくると感じる。そのため今回の提案がこの地域の

学生や社会人、地域の人の集う場の役割を果たせたらと

思っている。そしてこの銭湯をきっかけに、より多くの

人へ銭湯の魅力が広がることや、その先に色んな場で人

が人を大切にでき、自分らしく生きていける人が増えて

いくことを、切に願っている。 
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都市部における銭湯の在り方

東京港区芝の商店街に、 新たな銭湯を提案する。

かつて約 90年続いた 「万才湯」 の跡地で、 大学やオフィス、 住宅が近隣にあるこの場所に 「誰でもふらっと立ち寄れる銭湯」 を設計。

通りから入りやすく、 内部では落ち着ける空間を展開し、 スパや銭湯エリアへ自然に回遊できる設計とした。

忙しい都心で、 心身をリフレッシュできる居心地の良い場を提供することを目指している。
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